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【
概
況
】

　

今
年
の
上
半
期
の
キ
ャ
ベ
ツ
の
輸

入
量
は
１
万
９
６
６
１
t
だ
っ
た
。
昨

年
の
同
時
期
に
は
7
万
t
超
え
だ
っ

た
の
で
72
％
も
の
減
少
だ
。
東
京
市
場

の
昨
年
1
～
6
月
の
キ
ャ
ベ
ツ
入
荷
量
は
、
前

年
同
期
の
4
％
減
程
度
だ
っ
た
が
、
単
価
は
2

割
高
く
て
１
２
５
円
。
と
く
に
1
～
3
月
の
入

荷
が
少
な
く
、
単
価
は
1
月
１
９
８
円
、
2
月

２
５
２
円
、
3
月
１
３
９
円
と
高
騰
し
た
。
そ

の
た
め
、
こ
の
時
期
に
中
国
産
の
輸
入
が
８
１

０
t
と
急
増
し
た
が
、
4
月
以
降
は
市
場
入
荷

量
が
回
復
し
、
輸
入
は
急
減
し
た
。

【
背
景
】

　

今
年
の
1
～
6
月
を
前
年
同
期
と
比
べ
る

と
、
入
荷
量
は
5
％
増
だ
っ
た
も
の
の
、
単
価

は
34
％
安
の
83
円
。
ほ
ぼ
同
量
だ
っ
た
一
昨
年

で
も
１
０
８
円
だ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
暴

落
し
す
ぎ
だ
。
高
騰
の
後
に
反
発
し
て
急
に
安

く
な
る
こ
と
が
あ
る
。
大
部
分
は
高
値
に
あ
や

か
ろ
う
と
入
荷
が
急
増
す
る
た
め
だ
。
前
年
の

1
月
が
２
０
０
円
近
い
高
値
だ
っ
た
か
ら
、
今

年
は
1
割
程
度
増
え
、
単
価
は
１
０
０
円
を
保

っ
た
も
の
の
、
2
月
、
3
月
と
前
年
を
大
幅
に

上
回
る
入
荷
増
で
、
3
月
は
62
円
と
暴
落
し
た

こ
と
が
原
因
で
あ
る
。

【
今
後
の
対
応
】

　

市
場
相
場
と
輸
入
と
の
相
関
性
は
ど
う
か
。

昨
年
1
～
6
月
期
に
は
7
万
t
も
の
輸
入
が
あ

っ
た
が
、
今
年
は
2
万
t
に
も
満
た
な
い
。
同

時
期
の
東
京
市
場
の
輸
入
品
の
入
荷
は
昨
年
で

８
１
０
t
、
そ
れ
が
今
年
に
は
17
ｔ
で
あ
る
。

東
京
市
場
は
全
国
の
1
割
程
度
が
通
常
だ
が
、

輸
入
キ
ャ
ベ
ツ
の
場
合
、
昨
年
で
輸
入
量
の
１

％
程
度
。
こ
れ
か
ら
わ
か
る
の
は
、
輸
入
は
加

工
業
務
需
要
が
中
心
で
、
市
場
の
品
薄
高
に
対

処
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
単
な
る
高
単
価
へ

の
便
乗
だ
。
事
実
、
中
国
産
は
こ
の
年
、
通
常

の
2
倍
だ
っ
た
。

【
概
況
】

　

結
球
レ
タ
ス
の
輸
入
は
上
半
期
で
昨 

年
の
ほ
ぼ
半
数
だ
っ
た
。
何
し
ろ
昨
年

は
前
年
比
34
％
増
で
、
史
上
最
高
を
記

録
し
た
。
レ
タ
ス
は
ア
メ
リ
カ
か
ら
夏

場
を
中
心
に
５
０
０
０
t
程
度
輸
入
さ
れ
て

い
た
が
、
こ
の
数
年
来
、
冬
春
期
の
国
内
生
産

が
不
安
定
な
た
め
、
主
に
加
工
業
務
用
と
し
て

台
湾
か
ら
の
開
発
輸
入
が
始
ま
っ
た
。
実
際
に

昨
年
の
年
明
け
、
主
産
地
の
静
岡
産
が
大
幅
に

生
育
遅
れ
で
1
月
に
は
キ
ロ
４
０
０
円
近
く

ま
で
暴
騰
。
遅
れ
た
分
が
3
月
に
集
中
し
、
半

値
以
上
の
暴
落
を
招
い
た
も
の
の
１
５
６
円
。

【
背
景
】

　

そ
ん
な
特
殊
事
情
が
な
か
っ
た
た
め
、
今
年

上
半
期
の
輸
入
は
半
減
し
た
。
東
京
市
場
へ
の

輸
入
品
の
入
荷
状
況
も
、
昨
年
に
は
さ
す
が
に

台
湾
産
が
前
年
よ
り
6
割
増
え
て
約
４
０
０

t
。
し
か
し
、今
年
は
約
3
割
減
っ
た
も
の
の
、

平
年
並
み
の
入
荷
だ
っ
た
。
昨
年
1
月
に
大
幅

に
入
荷
を
減
ら
し
た
静
岡
産
は
、
今
年
は
平
年

並
み
で
市
場
全
体
で
は
4
割
増
だ
が
、
ま
だ
品

薄
感
が
あ
っ
て
1
月
の
単
価
は
２
０
０
円
超

え
。
そ
の
後
は
安
定
入
荷
が
続
い
て
価
格
も
落

ち
着
い
た
。
加
工
業
務
需
要
者
が
安
定
し
て
原

料
を
確
保
し
て
い
る
証
拠
だ
。

【
今
後
の
対
応
】

　

今
後
も
加
工
業
務
需
要
者
は
、
と
り
わ
け
冬

春
期
の
レ
タ
ス
輸
入
を
、
日
本
種
を
使
っ
た
開

発
輸
入
の
形
で
固
定
化
し
て
い
く
だ
ろ
う
。
そ

の
一
方
で
国
内
で
は
、
カ
ッ
ト
野
菜
企
業
の
な

か
に
は
契
約
農
家
や
自
社
農
園
で
、
レ
タ
ス
を

ハ
ウ
ス
で
周
年
栽
培
す
る
動
き
も
あ
る
が
、
露

地
栽
培
の
レ
タ
ス
よ
り
管
理
が
楽
な
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
に
転
換
す
る
冬
春
産
地
も
あ
る
。
い
ま
や

主
要
食
材
に
な
っ
た
レ
タ
ス
は
、
軟
弱
性
ゆ
え

に
緊
急
対
応
が
難
し
い
。
意
図
的
な
国
産
振
興

が
な
い
限
り
、
海
外
に
〝
当
て
に
な
る
〟
産
地

を
作
る
し
か
な
い
か
。

今
年
の
上
半
期
は
、
昨
年
に
国
産
が
品
薄
高
だ
っ
た
か
ら

輸
入
は
増
え
た
が
、
今
年
は
野
菜
の
生
育
が
良
く
、
輸
入
が

減
る
流
れ
は
不
思
議
で
は
な
い
。
た
だ
し
、
市
場
流
通
で
の

相
場
を
目
安
に
輸
入
が
増
減
す
る
品
目
も
あ
れ
ば
、
品
目
に

よ
っ
て
は
相
場
に
関
係
な
く
、
一
定
量
が
必
ず
輸
入
さ
れ
る

場
合
も
あ
る
。
国
産
に
と
っ
て
一
定
の
輸
入
が
あ
る
加
工
業

務
需
要
は
、
最
も
〝
横
取
り
〟
し
や
す
い
し
、
国
産
の
端
境

期
を
補
完
し
て
い
る
輸
入
野
菜
も
、
国
産
の
促
成
・
抑
制
栽

培
や
品
種
改
良
で
代
替
し
て
い
く
こ
と
が
可
能
だ
。
い
ず
れ

に
し
て
も
、
輸
入
野
菜
の
動
向
を
見
る
こ
と
で
、
な
か
な
か

全
容
が
つ
か
み
に
く
い
国
内
需
要
を
的
確
に
把
握
で
き
る
は

ず
だ
。

キャベツ
昨
年
の
7
万
ｔ
が
今
年
は
2
万
ｔ
足
ら
ず
、

輸
入
は
市
場
の
品
薄
対
応
で
な
く
加
工
用
に

11 12（月）10987654321

量
（ｔ） （円／㎏）

価格 
2018年数量 2019年数量
2018年単価 2019年単価

2018年 193,673t／106円
2019年 134,406t／  83円
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結球レタス
国
産
が
不
安
定
な
冬
春
期
で
も
輸
入
半
減
、

ハ
ウ
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栽
培
含
め
意
図
的
な
生
産
振
興
を

11 12（月）10987654321

量
（ｔ） （円／㎏）

価格 
2018年数量 2019年数量
2018年単価 2019年単価

2018年  77,017t／162円
2019年  49,859t／147円
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3
割
減
り
4
万
ｔ
切
る
も
市
場
入
荷
不
変
、

大
型
品
目
な
が
ら
輸
入
は
フ
レ
キ
シ
ブ
ル

【
概
況
】

　

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
は
今
年
上
半
期
に

輸
入
量
５
０
０
０
t
弱
、
前
年
比
で
46

％
減
っ
た
。
か
つ
て
輸
入
量
が
半
年
で

3
万
t
を
超
え
た
こ
と
を
考
え
る
と
、

こ
の
品
目
の
国
産
化
は
目
覚
ま
し
い
。
今
年
の

輸
入
減
少
は
、
昨
年
に
前
年
よ
り
3
割
程
度
増

え
た
分
、
一
昨
年
レ
ベ
ル
に
戻
っ
た
だ
け
。
一

方
、
東
京
市
場
の
入
荷
動
向
か
ら
見
る
と
、
昨

年
上
半
期
は
一
昨
年
よ
り
1
割
減
っ
た
こ
と

で
15
％
ほ
ど
高
く
な
っ
た
程
度
。
東
京
市
場
を

見
る
限
り
輸
入
が
大
幅
減
と
い
う
感
じ
で
は

な
い
。

【
背
景
】

　

注
目
は
東
京
市
場
の
昨
年
の
年
明
け
だ
。
1

月
に
は
前
年
よ
り
24
％
少
な
く
4
割
高
、
2
月

に
は
41
％
減
の
7
割
高
に
。
そ
れ
が
今
年
1
月

30
％
増
、
2
月
は
76
％
も
増
え
て
平
年
並
み
と

な
っ
た
。
こ
の
間
、
輸
入
品
の
入
荷
は
昨
年
上

半
期
で
前
年
よ
り
1
割
程
度
増
え
た
だ
け
だ

っ
た
も
の
の
、
今
年
は
4
割
も
減
っ
た
。
昨
年

の
品
薄
高
は
、
主
産
地
の
愛
知
、
埼
玉
が
3
割

前
後
入
荷
を
減
ら
し
た
か
ら
。
今
年
の
入
荷
増

は
主
産
地
の
一
つ
埼
玉
か
ら
の
出
荷
が
さ
ら

に
減
っ
た
一
方
、
愛
知
産
と
香
川
産
が
大
幅
に

増
や
し
た
か
ら
だ
。

【
今
後
の
対
応
】

　

か
つ
て
年
間
7
万
t
を
超
え
る
輸
入
が
あ
っ

た
時
代
は
、
輸
入
品
が
マ
ー
ケ
ッ
ト
価
格
に
影

響
を
与
え
た
が
、
い
ま
や
東
京
市
場
で
の
輸
入

品
の
割
合
は
2
％
く
ら
い
し
か
な
い
。だ
か
ら
、

輸
入
の
増
減
は
市
場
に
出
荷
す
る
た
め
で
は
な

く
、
市
場
相
場
に
よ
っ
て
小
売
店
へ
の
供
給
が

ひ
っ
迫
す
る
と
輸
入
に
連
動
す
る
と
い
っ
た
イ

メ
ー
ジ
。
輸
入
品
は
国
産
を
含
め
て
ド
ー
ル
が

独
自
の
商
流
物
流
を
持
っ
て
い
る
。
輸
入
量
そ

の
も
の
は
か
な
り
減
少
し
て
い
る
が
、
課
題
は

産
地
リ
レ
ー
を
ど
れ
だ
け
意
識
し
て
連
携
で
き

る
か
だ
。

【
概
況
】

　

ニ
ン
ジ
ン
の
今
年
前
半
の
輸
入
量
は

3
万
８
６
２
１
t
、
前
年
同
期
31
％
減

と
い
う
数
字
で
あ
る
。
こ
の
割
合
は
そ

れ
ほ
ど
大
き
く
な
い
が
、
ニ
ン
ジ
ン
の

輸
入
は
近
年
、
毎
年
10
万
t
を
超
え
て
い
る
。

こ
の
ま
ま
推
移
す
れ
ば
年
間
8
万
t
の
ペ
ー

ス
。
2
万
～
3
万
t
と
い
う
数
字
は
決
し
て
小

さ
く
な
い
。
東
京
市
場
の
昨
年
上
半
期
は
、
前

年
よ
り
6
％
減
っ
て
い
る
た
め
か
、
輸
入
品
の

入
荷
は
前
年
よ
り
28
％
増
え
て
い
る
。
こ
れ
が

今
年
の
同
時
期
、
輸
入
全
体
は
3
割
減
っ
て
も

東
京
市
場
入
荷
の
全
体
量
は
不
変
だ
。

【
背
景
】

　

変
わ
っ
た
の
は
輸
入
品
の
市
場
入
荷
が
半

分
に
減
り
、
単
価
が
3
割
安
く
な
っ
た
こ
と
。

つ
ま
り
、
入
荷
全
体
が
変
わ
ら
な
い
の
に
、
単

価
を
下
げ
る
輸
入
品
が
減
り
、
国
産
が
増
え
て

も
安
く
な
っ
た
と
い
う
現
象
だ
。
で
は
、
産
地

の
動
向
で
見
た
ら
ど
う
な
る
か
。
17
、
18
、
19

年
の
各
上
半
期
の
東
京
市
場
の
ニ
ン
ジ
ン
入

荷
を
比
べ
て
み
る
と
、
年
明
け
か
ら
の
主
産

地
・
千
葉
が
確
実
に
入
荷
し
て
い
る
反
面
、
埼

玉
、
茨
城
の
補
完
産
地
か
ら
の
入
荷
量
が
2
～

3
割
の
幅
で
の
増
減
が
あ
り
、
続
く
春
の
産

地
・
徳
島
の
始
ま
り
も
不
安
定
ぎ
み
だ
。

【
今
後
の
対
応
】

　

輸
入
が
減
っ
た
の
は
、
市
場
動
向
か
ら
見
る

と
今
年
の
単
価
が
昨
年
よ
り
3
割
も
安
く
な
っ

た
た
め
だ
ろ
う
。
主
産
地
千
葉
で
さ
え
、
昨
年

対
今
年
で
は
１
５
１
円
か
ら
１
１
２
円
で
26
％

安
だ
っ
た
が
、
入
荷
不
安
定
ぎ
み
の
茨
城
、
埼

玉
産
は
90
円
前
後
と
よ
り
安
く
な
っ
た
。
相
場

が
安
い
と
い
う
こ
と
は
、
潜
在
的
に
生
産
量
は

多
か
っ
た
は
ず
で
、
中
小
の
加
工
業
務
需
要
を

中
心
に
輸
入
品
に
依
拠
し
な
く
て
も
よ
か
っ

た
。
大
型
品
目
の
割
に
は
輸
入
が
フ
レ
キ
シ
ブ

ル
な
の
は
、
日
頃
か
ら
中
国
、
台
湾
と
の
密
接

な
付
き
合
い
が
あ
る
た
め
だ
。

流通
ジャーナリスト

小林  彰一
青
果
物
な
ど
農
産
物
流
通
専
門
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
。
㈱
農
経
企
画
情
報
セ
ン
タ
ー

代
表
取
締
役
。「
農
経
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
シ
ス
テ
ム
ズ
」
を
主
宰
、
オ
ピ
ニ
オ
ン
情

報
紙
『
新
感
性
』、
月
刊
『
農
林
リ
サ
ー
チ
』
を
発
行
。
著
書
に
『
日
本
を
襲
う
外
国

青
果
物
』『
レ
ポ
ー
ト
青
果
物
の
市
場
外
流
通
』『
野
菜
の
お
い
し
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
』

な
ど
が
あ
る
ほ
か
、
生
産
、
流
通
関
係
紙
誌
で
の
執
筆
多
数
。

11 12（月）10987654321

量
（ｔ） （円／㎏）

価格 
2018年数量 2019年数量
2018年単価 2019年単価

2018年 28,114t／406円
2019年 21,239t／430円
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11 12（月）10987654321

量
（ｔ） （円／㎏）

価格 
2018年数量 2019年数量
2018年単価 2019年単価

2018年 84,493t／160円
2019年 56,312t／111円
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ブロッコリー
前
年
よ
り
46
％
減
っ
て
も
実
数
５
０
０
０
ｔ
、

国
内
産
地
は
リ
レ
ー
化
意
識
し
連
携
を


